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●主な記事
02　平成 30 年度決算報告

10　第３次与謝野町行政改革大綱（案）を策定しています

28　第 12 回与謝野町駅伝競走大会

今月の表紙 第12 回与謝野町駅伝競走大会（10 月６日撮影）

Y O S A N ONo.165広報よさの人・自然・伝統
与謝野で織りなす
新たな未来



平
成
30
年
度　
与
謝
野
町

決
算

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
に
議
案
提
出
し
、

全
会
計
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
か
ら
8.8
％
減
の
１
１
４
億
８
６
７
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
分
を
差
し
引
い
た
純
繰
越
額
（
実
質
収
支
）
は
、
前
年
度
か
ら
７
７
２
万
円
減
少
し
１
７
２
３
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
決
算
の
内
訳
を
見
る
と
町
税
の
減
収
に
加
え
、
豪
雨
・
台
風
に
よ
る
災
害
の
影
響
等
に
よ
り
財

政
調
整
基
金
を
１
億
円
取
り
崩
す
な
ど
非
常
に
厳
し
い
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

会計別決算

歳入（町に入ったお金）の状況：普通会計

　歳入・歳出決算の状況を、地方財政統計上、統一的に用いられる普通会計によ
りグラフ化し説明します。
※ 普通会計とは、一般会計、宅地造成事業特別会計、土地取得特別会計を純計し
たものです

会　　計 歳　　入 歳　　出 翌年度に繰越
すべき財源 実質収支

一般会計 114 億 867 万円 113 億 3,332 万円 5,812 万円 1,723 万円

■一般会計

会　　計 歳　　入 歳　出 翌年度に繰越
すべき財源 実質収支

宅地造成事業会計 0 万円 0 万円 0 万円 0 万円

下水道会計 16 億 5,330 万円 16 億 5,321 万円 0 万円 9 万円

農業集落排水会計 4,173 万円 4,172 万円 0 万円 1 万円

介護保険
会計

（事業勘定） 28 億 23 万円 27 億 9,997 万円 0 万円 26 万円

（サービス勘定） 842 万円 835 万円 0 万円 7 万円

土地取得会計 42 万円 9 万円 0 万円 34 万円

国民健康
保険会計

（事業勘定） 23 億 8,074 万円 23 億 5,854 万円 0 万円 2,219 万円

（直診勘定） 7,940 万円 7,894 万円 45 万円 1 万円

後期高齢者医療会計 2 億 8,562 万円 2 億 8,119 万円 0 万円 443 万円

財産区会計 9,250 万円 1,443 万円 0 万円 7,807 万円

■特別会計

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります

01

収益的収入 収益的支出 損益計算により
収益的収支および支出 8 億 8,252 万円 8 億 9,272 万円 　△ 852 万円

■公営企業会計（水道事業会計）

※資本的収支不足額は、過年度分損益勘定留保資金および消費税資本的収支調整額で補てんしています

資本的収入 資本的支出 不足額
資本的収支および支出 2 億 3,429 万円 4 億 6,739 万円 　△ 2 億 3,310 万円

地方交付税
5,336,891

地方債
1,031,775

歳入
114 億 909 万 5 千円

繰越金
53,901

その他 ※ 1
（自主財源）
 207,803

諸収入
266,260国庫支出金

925,606

府支出金
809,322

※２：地方譲与税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡所得割交
付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、交通
安全対策特別交付金

町税
1,848,169

使用料・手数料
408,495

歳入の構成（単位：千円） その他 ※ 2（依存財源）
520,873

※ 1：繰入金、財産収入、
寄付金、分担金・負担金

ＴＯＰＩＣＳ02
項　目 金額（千円） 構成比 (%) 増減率 (%)

自主財源
（23.6％）

町　税 1,848,169 16.2 △ 1.7

使用料 ･ 手数料 408,495 3.6 0.8

諸収入 266,260 2.3 16.4

繰越金 53,901 0.5 △ 14.1

その他（自主財源）※ 1  207,803 1.8 △ 44.7

依存財源
（76.4％）

地方交付税 5,336,891 46.8 △ 0.2

地方債 1,031,775 9.0 △ 38.8

国庫支出金 925,606 8.1 △ 3.5

府支出金 809,322 7.1 △ 23.4

その他（依存財源）※ 2 520,873 4.6 1.0

合　　　　計 11,409,095 100 △ 8.9
※１ 繰入金、財産収入、寄付金、分担金・負担金　
※２ 地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策

特別交付金

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります

税　目 30 年度税額 29 年度比較 増減率 (%)

市町村民税 841,716 △ 11,420 △ 1.3

固定資産税 802,718 △ 20,393  △ 2.5

軽自動車税 75,928 2,655 3.6

市町村たばこ税 127,807 △ 3,200 △ 2.4

合　計 1,848,169 △ 32,358 △ 1.7

■町税の内訳（単位：千円）

税　目 30 年度 29 年度
全体 現年分 滞納繰越分 全体 現年分 滞納繰越分

市町村民税 97.7 99.3 36.1 97.5 99.1 36.7 

固定資産税 95.6 99.1 23.8 94.8 98.9 22.2 

軽自動車税 96.6 98.9 34.4 95.3 98.5 20.0 

市町村たばこ税 100 100 － 100 100 －

合　計 96.9 99.2 28.4 96.4 99.0 26.6 

■町税の徴収率（単位：％）

歳入の財政状況（普通会計）

歳
入
全
体
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
平

成
30
年
度
の
普
通
会
計
歳
入
総
額
は

１
１
４
億
９
０
９
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
11
億
１
１
１
０
万
３
千
円
（
△
8.9
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
。

町
債
（
町
の
借
金
）
の
借
入
額
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
旧
事
業
債
は
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
も
の

の
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業
、
有
機
物
供

給
施
設
整
備
工
事
等
の
大
規
模
事
業
の
完
了
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
６
億
５
３
９
０
万
円
（
△
38
・

８
％
）
減
少
し
た
ほ
か
、
府
支
出
金
に
つ
い
て
も

同
様
に
前
年
度
か
ら
２
億
４
６
９
５
万
７
千
円

（
△
23
・
４
％
）
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
が
前
年
度
か

ら
２
６
５
万
５
千
円
の
増
額
と
な
る
一
方
、
市

町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
市
町
村
た
ば
こ
税

が
減
額
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
か
ら

３
２
３
５
万
８
千
円
（
1.7
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
税
の
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
町
税
全
体
で

96
・
９
％
の
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比

較
し
0.5
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、
普
通
交
付

税
の
縮
減
や
災
害
復
旧
の
影
響
も
あ
り
財
政
調
整

基
金
を
１
億
円
取
り
崩
し
た
ほ
か
、
産
業
振
興
基

金
や
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
基
金
な
ど
特
定

目
的
基
金
か
ら
３
４
３
１
万
円
を
取
り
崩
し
て
い

ま
す
。

■
歳
入
決
算
状
況

■歳入の財政状況
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災害復旧費
369,081

歳出の決算状況１（普通会計）

※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります

項目 決算額（千円） 構成比 (%) 前年度比較 増減率 (%)

議会費 111,155 1.0 △ 4,522 △ 3.9 

総務費 1,037,782 9.2 △ 46,627 △ 4.3 

民生費 3,203,331 28.3 △ 418,827 △ 11.6 

衛生費 1,326,793 11.7 24,279 1.9 

労働費 15,973 0.1 3,160 24.7 

農林水産業費 411,165 3.6 △ 529,437 △ 56.3 

商工費 328,784 2.9 1,659 0.5 

土木費 1,345,651 11.9 △ 161,101 △ 10.7 

消防費 613,257 5.4 △ 40,582 △ 6.2 

教育費 974,449 8.6 △ 179,175 △ 15.5 

災害復旧費 369,081 3.3 243,245 193.3 

公債費 1,573,762 13.9 △ 24,667 △ 1.5 

諸支出金 22,221 0.2 12,180 121.3 

合　計 11,333,404 100 △ 1,120,415 △ 9.0

歳出（町が使ったお金）の状況：普通会計

 普通会計歳出総額　113 億 3,340 万 4 千円 

諸支出金
22,221

歳出の構成（単位：千円）

労働費
15,973

議会費
111,155

商工費
328,784 農林水産業費

411,165

H30 年度
H29 年度

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります

04

項　目 金額（千円） 構成比（％） 増減率（％） 内　容

義務的
経費

人件費 1,790,111 15.8 0.3 職員給与・議員報酬・各種委員報酬など
扶助費 1,481,639 13.1 △ 3.5 児童手当、障害者自立支援給付費・老人ホーム入所措置費など
公債費 1,573,681 13.9 △ 1.5 借金の返済元利金

繰出金 1,943,582 17.1 0.7 下水道・介護保険・国民健康保険などの特別会計への繰出金
物件費 1,861,453 16.4 △ 6.1 賃金・旅費・備品購入費・委託料・消耗品費・修繕料など

補助費等 1,814,914 16.0 △ 2.3 宮津与謝消防組合への負担金、まちづくり人づくり補助金、地方バ
ス路線運行維持支援、各種団体への補助金など

投資的経費 777,090 6.9 △ 54.0 町道新設改良事業、中学校施設整備事業などの建設費や災害復旧事業費
その他 90,934 0.8 22.4 貸付金、基金への積立金、維持補修費
合　計 11,333,404 100 △ 9.0

②扶助費

④繰出金

①人件費

⑧その他

⑥補助費等

⑤物件費

⑦投資的
経　費

③公債費

9,093 万 4 千円
7,430 万 8 千円

18 億 1,491 万 4 千円
18 億 5,678 万３千円

14 億 8,163 万 9 千円
15 億 3,590 万 1 千円

15 億 7,368 万 1 千円
15 億 9,842 万 9 千円

18 億 6,145 万 3 千円
19 億 8,303 万 2 千円

7 億 7,709 万円
16 億 9,079 万 7 千円

19 億 4,358 万 2 千円
19 億 3,059 万 9 千円

17 億 9011 万１千円
17 億 8,397 万円

性　質　別　内　訳

歳出の決算状況２（普通会計） 03

歳
出
総
額
は
、
１
１
３
億
３
３
４
０
万
４
千
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
11
億
２
０
４
１
万
５
千
円

（
△
9.0
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、
台
風
や
豪

雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
が
、
前
年
度
か
ら

２
億
５
９
７
３
万
９
千
円
（
１
８
６・
７
％
）
増

加
す
る
一
方
、
農
業
用
施
設
整
備
事
業
、
有
機
物

供
給
施
設
整
備
事
業
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

事
業
お
よ
び
加
悦
中
学
校
外
構
工
事
と
い
っ
た
大

規
模
事
業
が
完
了
し
、
投
資
的
経
費
の
総
額
は
、

９
億
１
３
７
０
万
７
千
円
（
△
54
・
０
％
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、
老
人
福
祉
施

設
建
設
費
借
入
金
償
還
事
業
費
補
助
金
の
減
額
や
与

謝
野
町
宮
津
市
中
学
校
組
合
負
担
金
の
減
額
な
ど
に

よ
り
昨
年
か
ら
４
１
８
６
万
９
千
円
（
△
2.3
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
義
務
的
経
費
は
、

扶
助
費
と
公
債
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度

か
ら
1.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
決
算
状
況
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
度
は
財
政
調
整
基
金
を
１
億
円
取
り
崩
す
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
33
年
（
令

和
３
年
）
ま
で
は
普
通
交
付
税
の
縮
減
が
続
く
ほ

か
、
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少
も
見
込

ま
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
状
況
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
持
続
可
能
な
行
財
政
経
営
を
目
指
す
た
め
、
事

務
事
業
評
価
を
は
じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、「
与
謝
野
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
（
実
施
計
画
）」
に
よ
る
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
・
複
合
化
・
集
約
化
・
廃
止
等
の
合
理
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
歳
出
決
算
状
況

歳出
113 億 3,340 万４千円

教育費
974,449

公債費
1,573,762

土木費
1,345,651

民生費
3,203,331

衛生費
1,326,793

総務費
1,037,782

消防費
613,257
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　（億円）
45 50 55

Ｈ 30 年度

Ｈ 29 年度

Ｈ 28 年度

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります

■ 30 年度の主な基金の増減■各基金残高の前年度比較

グラフは、財政調整基金、減債基金、特定目的基金、特別会計基金の残高総額の推移。

基金残高の推移（29 年度から 8,871 万 5 千円の減額）

基金名 基金増減額
（千円）

財政調整基金 △ 85,950
地域振興基金 12,440
産業振興基金 △ 17,146

有線テレビ放送等施設基金 △ 2,883
国民健康保険特別会計財政調整基金 △ 3,140

基金名 30 年度末残高
（千円）

29 年度末残高
（千円） 増減率（％）

財政調整基金 1,744,873 1,830,823 △ 4.3
減債基金 493,101 492,681 0.1

特定目的基金 2,617,284 2,631,470 △ 0.5
特別会計基金 276,587 265,586 4.2

合　計 5,131,845 5,220,560 △ 1.6

町の基金（貯金）と町債（借金） 財政指標

経常収支比率とは財政構造
の弾力性を判断するための指
標で、町税、交付税のように
使途が特定されず毎年度経常
的に収入される財源（経常一
般財源）のうち人件費、扶助
費、公債費のように毎年度経
常的に支出される経費（経常
経費）に充当されたものの占
める割合です。80％を超え
ると弾力性を失いつつあると
考えられています。

経常収支比率と財政力指数の状況：普通会計

▽資金不足比率

資金不足比率 30 年度 経営健全化基準

水道事業会計

－ 20.0
下水道特別会計

農業集落排水
特別会計

▽財政健全化比率

財政健全化比率 30 年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 13.9 20.0

連結実質赤字比率 － 18.9 30.0

実質公債費比率 15.8 25.0 35.0

将来負担比率 110.6 350.0 ー

■平成 30 年度の財政健全化判断比率、資金不足比率
平成 30 年度の財政健全化判断比率〔実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率（３ヵ

年平均）、将来負担比率〕および資金不足比率は、いずれの数値も早期健全化基準内となりました。
現時点では、健全な財政運営と言えますが、今後さらに厳しい財政状況が想定されるため、健

全な財政運営に引き続き努めていく必要があります。

財政健全化判断比率、資金不足比率の状況

0506

※資金不足比率は、資金不足額が発生しない限り比率がない
ものとされます
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■経常収支比率

財政力指数は地方公共団体
の財政力を示す指数として用
います。財政力指数が高いほ
ど自主財源の割合が高いこと
を示し、財源に余裕があるこ
とになります。財政力指数が
単年で１を超える場合には、
自立して財政運営できること
を示し、普通交付税の不交付
団体となります。

■財政力指数
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54 億 6,487 万 3 千円

52 億 2,056 万円

51 億 3,184 万 5 千円

（億円）
315305300295290

Ｈ 30 年度

Ｈ 29 年度

Ｈ 28 年度

グラフは、一般会計、特別会計、公営企業会計の町債残高総額の推移。

町債残高の推移（29 年度から 12 億 9,669 万９千円の減額）

■各会計の町債残高の前年度比較
会　計 内　訳 30 年度末残高（千円） 29 年度末残高（千円） 増減率（％）

一般会計

合併特例債 5,848,686 6,036,015 △ 3.1
臨時財政対策債 5,466,727 5,567,986 △ 1.8
その他事業債 2,643,014 2,795,976 △ 5.5
一般会計合計 13,958,427 14,399,977 △ 3.1

特別会計
下水道特別会計 9,209,470 9,725,521 △ 5.3

農業集落排水特別会計 213,891 230,296 △ 7.1
企業会計 水道事業会計 6,302,152 6,559,845 △ 3.9

合   計 29,683,940 30,915,639 △ 4.0

310

313 億 4,448 万 3 千円

309 億 1,563 万 9 千円

296 億 8,394 万円
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基礎コンクリートを打設する前に、土壌の白あ
り対策を実施。土の掘削では、機械が入らない北
側の居室は、
人 力 で 行 わ
れ、蒸暑い中
での大変な作
業となりまし
た。

■ 土壌対策

上／天井まで届き
そうなほど山積み
になった掘削土
右／白の漢字の下
に鼠のイラスト

※今後も工事の進ちょくとともに、事業に関する話題をお伝えしていきます

基礎部分から順に修理中です

ちりめん街道のコンシェルジュ《案内役》

～修理によって建物が息を吹きかえし、人々の交流が生まれる場として未来へつづくことを願って～

旧加悦町役場庁舎保存活用改修工事の進ちょくですが、９月 27 日に基礎コンクリートを打設しま

した。前日まで、雨が降りそうな予報でしたが、雨は降らず工事日和となりました。10 月末までに

外周の基礎工事を終え、11 月から木工事（修理・耐震補強）などに入る予定です。

旧加悦町役場庁舎　令和の大修理

10 月 10 日時点の旧加悦町役場庁舎内

基礎コンクリートの打設は円滑に進みました。
特に左官職人による表面の仕上げは見事でした。
また、本事業が国庫補助事業の対象であるため、

10 月 11 日に、文化
庁の調査官が現地確
認に訪れ、２階旧議
場の天井の仕様など
について相談・協議
しました。

■ 一歩ずつ進んでいます

上／打設直前のコンクリート品質検査
下／基礎コンクリート打設中の様子

また、工事
を 進 め る 中
で、建具の鍵
に白鼠のデザ
インがあるこ
とが分かりま
した。工事が
完成し、ご来
場の際には、ぜひ、ご覧いた
だければと思います。

■ ひと息
性
を
検
証
す
る
べ
く
本
格
的
な
事
務
事
業
評

価
導
入
に
向
け
て
の
研
修
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
税
を
は
じ
め
各
種
使
用
料
等
の

収
納
向
上
に
取
り
組
み
、
前
年
度
よ
り
収
納

率
が
改
善
さ
れ
る
等
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
行
政
運
営
に
当
た
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見

ら
れ
る
。

な
お
、
最
近
の
社
会
情
勢
に
か
ん
が
み
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
、
内
部
統
制
の
一

層
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
加
え
地
方
分

権
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
お
り
当
町
に
お
い

て
も
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今
後
と
も
健

全
で
持
続
可
能
な
運
営
を
図
る
た
め
、
行
財

政
改
革
の
推
進
と
行
政
評
価
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

サ
イ
ク
ル
の
徹
底
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
が

定
め
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自

主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
」
の
遂

行
に
向
か
っ
て
山
添
町
長
を
先
頭
に
一
致
結

束
し
、
第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
人
・

自
然
・
伝
統　
与
謝
野
で
織
り
な
す　
新
た

な
未
来
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
前
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。監

査
委
員　
田
中　
眞
一

多
田　
正
成

決
算
意
見
書
か
ら
　〈
総
括
〉

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
の
た
め
、骨
格
型
予
算
で
あ
り
、

６
月
補
正
に
よ
り
実
質
的
に
山
添
町
政
の
２

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
期
目
に
掲
げ
た

「
５
つ
の
基
本
政
策
」
と
第
２
次
与
謝
野
町

総
合
計
画
「
人
・
自
然
・
伝
統　
与
謝
野
で

織
り
な
す　
新
た
な
未
来
」
の
７
つ
の
分
野

別
方
針
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、各
種
施
策
を
実
施
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て

は
、
特
に
大
き
な
指
摘
事
項
も
な
く
評
価
で

き
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
財
政
運
営
面
に
お
い
て
は
、
地
方

交
付
税
の
段
階
的
縮
減
措
置
に
加
え
、
西
日

本
豪
雨
を
は
じ
め
台
風
24
号
の
襲
来
に
よ
る

災
害
復
旧
費
の
多
額
の
支
出
な
ど
の
要
因
も

あ
り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
行

政
改
革
の
総
合
的
か
つ
効
率
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
「
与
謝
野

町
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
行
政
改
革
推
進
本

部
」（
庁
内
組
織
）
の
定
例
的
開
催
に
よ
り
、

各
課
題
に
対
し
て
共
通
認
識
を
持
ち
解
決
策

を
見
い
だ
す
等
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
人
材

育
成
を
図
る
べ
く
各
種
研
修
会
の
開
催
、
特

に
個
別
事
務
事
業
の
必
要
性
や
効
果
、
効
率

07
みんなが自分らしく幸せに生きるまち

介護福祉士資格取得研修事業 400 千円
地域医療確保奨学金貸付事業 5,766 千円

一人一人が個性を生かして安心して働けるまち

織物振興対策事業 29,274 千円
自然循環型農業推進事業 10,990 千円
特色ある農業推進事業 8,774 千円
与謝野ブランド戦略事業 2,851 千円
農商工連携・六次産業化推進事業 6,819 千円

地元を誇りに想い、人の流れを生むまち

観光誘客促進事業 4,569 千円
海の京都ＤＭＯ支援事業 26,689 千円
移住・定住支援事業 7,102 千円
旧加悦町役場整備事業 15,867 千円

美しく住みやすい安心安全なまち

宮津与謝環境組合負担金 460,015 千円
阿蘇海等環境づくり事業 2,764 千円
宮津与謝消防組合負担金 433,350 千円
消防施設等整備事業 11,667 千円
災害復旧事業 369,081 千円

■ 第２次与謝野町総合計画に掲げるまちづくりの基本目標に基づき、以下の事業に取り組みました。

つながりで笑顔を未来につむぐまち

認定こども園施設整備事業 6,414 千円
子育て世代包括支援センター事業 19,934 千円
子育て支援センター事業 14,304 千円

魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち

青少年育成事業 1,531 千円
アベリスツイス交流事業 1,713 千円
高校魅力化推進事業 282 千円

住民が主人公となるまち

よさのみらい大学事業 6,506 千円
地域づくり推進事業 16,536 千円
自治組織支援事業 17,293 千円

平成 30年度に行った主な事業
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平
成
18
年
３
月
１
日
、
加
悦
町
・
岩
滝

町
・
野
田
川
町
が
合
併
し
て
与
謝
野
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。

財
政
規
模
（
貯
金
・
借
金
含
む
）、
公

共
施
設
、
職
員
等
の
行
政
資
源
は
大
き
く

な
り
ま
し
た
が
、
３
つ
の
町
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
こ
と
で
、
類
似
す
る
自
治
体
と
比

較
し
て
規
模
が
大
き
な
状
態
で
あ
り
、
こ

れ
を
適
切
な
規
模
に
す
る
こ
と
で
生
産

性
・
効
率
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
須

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
に
第

１
次
与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
、

平
成
24
年
度
に
は
第
２
次
与
謝
野
町
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
必
要
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
社
会
の
動
向
に
目
を
向
け
る

と
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

地
方
分
権
・
地
域
主
権
の
推
進
、
安
心
・

安
全
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
環
境
を
重
視

し
た
社
会
へ
の
転
換
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

一
層
の
進
展
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
の
多
く
の
変
化

第
３
次
与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱（
案
）

― 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

―を
策
定
し
て
い
ま
す

行
財
政
の
状
況

本
町
の
財
政
状
況
は
、
歳
出
が

１
０
０
億
円
か
ら
１
３
５
億
円
の
間
で
推

移
し
て
き
ま
し
た
。
投
資
的
な
経
費
は
そ

の
時
々
の
政
策
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
除
く
歳
出
推
移
を
見
て
み
る

と
、
合
併
直
後
の
90
億
円
代
か
ら
推
移

し
、平
成
29
年
度
に
は
約
１
０
８
億
円
と
、

18
億
円
程
度
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
平
成
23
年
度
以
降
は
投
資
的
経
費

以
外
の
経
費
が
１
０
０
億
円
を
超
え
る
決

算
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
財
政
指
標
の
一
つ
で
あ
る
経
常
収

支
比
率
は
、
平
成
21
年
度
以
降
に
普
通
交

付
税
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
経
常
収

支
比
率
が
改
善
し
、
そ
の
間
に
扶
助
費

（
社
会
保
障
分
野
で
の
支
援
を
行
う
経
費
）

や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
額
し
た
た

め
、
平
成
22
年
度
の
85
・
２
％
か
ら
は
悪

化
に
転
じ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
は

普
通
交
付
税
の
縮
減
段
階
に
入
っ
た
た

め
、
減
少
す
る
財
源
に
対
し
て
、
増
大
す

る
経
費
の
抑
制
の
対
策
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
比
率
の
悪
化

が
続
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ

「
経
常
収
支
比
率
の
グ
ラ
フ
」
参
照
）

次
に
正
職
員
と
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
推
移
を
見
る
と
、
正
職
員
数
は
合
併
以

降
減
少
し
、
平
成
30
年
度
ま
で
で
68
人
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
減
少
が
や
や

緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
は
増
加
し
、
平
成

23
年
度
に
は
正
職
員
を
上
回
り
そ
の
後
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
正
職
員
の
減
少
は
進

ん
だ
も
の
の
、
そ
の
減
少
を
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
で
補
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

で
、
正
職
員
と
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

止
、
岩
屋
小
学
校・
岩
屋
保
育
所
の
休
校・

休
園
、
平
林
キ
ャ
ン
プ
場
の
閉
鎖
、
岩
滝

保
育
所
と
幼
稚
園
を
統
合
し
て
か
え
で
こ

ど
も
園
と
す
る
な
ど
、
一
部
の
施
設
の
統

合
・
廃
止
を
実
行
で
き
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
施
設
は
そ
の
ま
ま
保
有
し
続
け
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
合
併
以
降
、
行
政
資
源
が

適
切
な
量
に
減
量
で
き
て
い
な
い
要
因
と

し
て
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
住
民

■経常収支比率……財政構造の弾力性を示す数値です。支出のうち人
件費や扶助費、公債費、物件費など毎年必ず必要とする経費を「経常
経費」といいます。また、収入のうち町税や地方交付税など毎年度必
ず入ってくる財源を「経常一般財源」といい、使い道は自治体の裁量
にゆだねられています。この経常一般財源のうち、経常経費に充てら
れる割合が経常収支比率となります。この比率が低いほど、財源を活
用できる自由度が高まることになります。一般的に 80％を超えると
財政構造の弾力性が失われつつあるといわれていますが、少子高齢化
への対応のための社会保障費の増大などの影響で、80％を堅持する
ことも難しくなっています。
■普通交付税……地方交付税の一つ（もう一つは特別交付税）で、地
方公共団体の財源の偏在を調整するために、主に国税（所得税や酒税、
消費税など）を原資として、客観的な基準での算定により各地方公共
団体に財源を配分する地方財政制度です。本町では歳入全体の 40％
程度を占めている貴重な財源となっています。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

し
た
業
務
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と

今
後
へ
の
課
題

今
後
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
町
の
人
口
は
今
後
も
減
少
し
て
い

き
、
２
０
４
０
年
に
は
約
１
万
５
０
０
０

人
規
模
に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
中

で
、
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
変
化
に
対
応
し
た
改

革
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
与
謝
野
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
、
新
た
な
行
政

改
革
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

合
計
で
あ
る
総
職
員
数
は
合
併
当
初
と
比

べ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員

給
与
と
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
賃
金
を

合
わ
せ
た
総
人
件
費
は
、
合
併
当
初
か
ら

は
減
少
し
、
現
在
は
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
旧

町
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
い

で
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
老
朽
化
や
よ
り

良
い
環
境
整
備
へ
の
対
応
と
し
て
、
野
田

川
庁
舎
本
館
の
閉
鎖
、
岩
滝
児
童
館
の
廃

ＴＯＰＩＣＳ

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
と
比
較
す
る

と
42
％
の
減
少
と
な
り
、
特
に
経
済
を
支

え
る
生
産
年
齢
人
口
が
38
％
減
少
し
ま

す
。
そ
の
た
め
町
内
の
経
済
活
動
が
鈍
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
加
え
て
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
う
人
材
（
自
治

会
の
役
員
、
消
防
団
員
、
産
業
の
後
継
者

等
）
の
確
保
も
さ
ら
に
困
難
に
な
り
、
町

全
体
の
活
力
が
大
き
く
減
退
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
面
で
は
、
普
通
交
付
税
の
合

新 た な 業 務 の 例
町営バスの運行、高齢者片道 200 円レール、有線テレビサービスエリ

アの拡張、コンビニ収納事務、マイナンバー事務、病児保育、児童虐

待・ＤＶ対策、放課後児童健全育成事業の拡充、生活困窮家庭自立支

援、障害者福祉サービスの拡大、介護福祉士修学資金貸与事業、国保

診療所リハビリサービスの強化、年金生活者支援給付金制度、空き家

対策、移住定住促進事業、海の京都構想の推進、ＩＣＴ農業、シルク

プロジェクト、ふるさと納税、簡易水道の上水道化と公営企業化、多

発する災害被害に対する復旧工事

経 常 収 支 比 率 ・ 普 通 交 付 税 と は ？

歳出決算推移（投資的経費とそれ以外）

H29H28
0

（単位：億円）

30

60

90

120

150

H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

16.9
24.4

13.6 11.9 9.9
23.4

34.1

14.4 17.111.28.111.0 7.8

H30

歳出合計

投資的経費以外

投資的経費

92.4 91.0 90.0
101.0 99.9 101.7 102.6 102.6 103.4 107.5 105.8 107.6 105.6

106.0 102.9 99.9

135.1
123.4

116.1 113.7 110.7 114.6
124.6 130.2 124.5

113.3

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18 H30
100

（単位：人）

200

300

400

500

600

700

総職員数の推移 総数

職員数

臨時・非常勤等

214 207 221 214
242 272

292 292 308 317 297 295 284
320 306 295 285 280 271

267 265 261 264 264 259 252

534
559 557 577 590 570 563 546

513 516 499
522 543

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18 H30
0

（単位：億円）

5

10

15

20

25

30
総人件費

職員

臨時・非常勤等

総人件費推移
（職員給与＋臨時職員等賃金）

2.8 2.9 3.2 3.3 3.7 4.2 4.2 4.5 5.0 4.7 4.8 4.7 4.9

23.2 22.4 21.3 20.7 21.0 20.0 19.8 19.1 19.3 19.6 19.5 19.7 19.5

26.0 25.3 24.5 24.0 24.7 24.3 24.0 23.6 24.3 24.3 24.3 24.4 24.4
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第
３
次
行
政
改
革
の
方
向
性
（
案
）

　
行
政
改
革
に
よ
り
目
指
す
姿
は
、
現
状

を
回
復
し
、
ひ
と
つ
の
ま
ち
と
し
て
の
行

財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
た
め
、
①
普

通
交
付
税
の
一
本
算
定
移
行
（
令
和
３
年

度
）
後
に
お
い
て
財
政
収
支
黒
字
化
（
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
の
な
い
黒

字
化
）
に
す
る
、
②
財
政
調
整
基
金
の
残

高
を
平
成
28
年
度
水
準
に
回
復
す
る
、
と

い
う
姿
を
目
指
す
案
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
姿
を
目
指
す
こ
と
は
、

行
財
政
規
模
の
縮
小
が
想

定
さ
れ
、
限
ら
れ
た
行
政

資
源
の
中
で
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

③
行
政
資
源
が
縮
小
し
て

も
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
維

持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。加

え
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
の
資
源
が
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
た
め
、
行
政
だ
け
で
な

く
④
オ
ー
ル
与
謝
野
で
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
姿
を
目

指
す
案
と
し
て
い
ま
す
。

基本方針１　持続可能な行財政基盤の確立
行政資源が縮小していく中、合併以降は整理・検証されることなく事務事業が乱立し、その結果、

基金を取り崩さなければ財源が確保できないという現状にあり、本町が目指す総合計画の実現に
繋がりません。従来の行財政「運営」という状態から脱却し、実施する施策・事業の目的・効果
等の検証や、財政計画等の今後の見通しを作成し、持続可能性を検証するなどにより、限られた
行政資源の投入を効果的に行うといった、いわば行財政「経営」と言うべき手法へ転換する必要
があります。総合計画の実現のためには健全な行財政基盤を確立することは必須であり、さまざ
まな検証によって得られたことを方針（ルール化）として反映させ、徹底し、実行することで一
つのまちとして総合計画を実現可能な行財政基盤を確立しなければなりません。予算編成改革や
政策形成過程のルール化、実行力のあるＰＤＣＡサイクル等を導入・推進することにより、限ら
れた行政資源の有効活用に努め、健全な与謝野町を次世代に引き継げるように努めます。

基本方針２　行政サービス・資源等の質の維持・向上
行政資源が縮小していく中、前述した持続可能な行財政基盤の確立を目指すことは、得てして

行政サービスの低下を招くことが懸念されます。知恵と工夫により効率的・効果的な事務事業の
実施、時代に即した行政組織体制の構築等を行うことにより、行政サービスの質を維持し、また、
社会情勢の変化にも対応した質の向上にも努めます。

また、行政資源の減少の中では今以上の経費をかけて行政に携わる職員数を増やすことは困難
な状況にあります。事務事業・行政組織体制への対応と合わせて、今後、限られる職員という資
源をさらに磨き、行政資源減少段階に対応する人材の育成に努めます。

また、「行政サービスの質の維持・向上を目指す」においては、慢性的な人材不足も大きな課
題となっています。単一の行政単位で行政サービスを提供することには限界があり、民間活力の
導入や広域連携の推進により広い視野に立って資源を効果的に活用することで行政サービスの質
の維持・向上に努めます。

基本方針３　多様な主体・地域が協働したまちづくりの推進
行政資源が縮小していく中でまちづくりを行うことは、行政主導では限界があり、住民満足度

にも繋がりません。住民参画・住民自治に繋がる取り組みを推進することにより、オール与謝野
でのまちづくりによる住民の満足度向上を目指します。

自助・共助による地域自治組織の確立とその支援を行い、地域と行政が協働してまちづくりを
行う体制づくりを進めます。また、住民参画の場を充実させ、住民の意思と知恵が町政に反映さ
れる手法の研究と導入、実行に努め、住民が町政のさまざまな場面で意思決定過程に関わること
により納得感・満足度を得られる姿を目指します。

加えて、本町のさまざまな情報を積極的に発信することで全町的な意識共有を行い、住民と行
政が一緒になって町政を考え推進できる基礎づくりに努めます。行政の情報発信だけでなく、住
民の考えを的確に把握できるような仕組みも研究し・実行することで、住民と行政が意思や考え
を発信・共有し合える体制の構築を目指します。

みなさんのご意見をお待ちしています

併
特
例
措
置
が
終
了
し
、
一
つ
の
ま
ち
と

し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
口
減

少
に
よ
る
税
収
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
歳
入
額
が
大
き
く
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。
一
方
で
、
歳
出
の
抑
制
が
歳

入
の
減
少
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
陥

り
、
そ
の
不
足
分
を
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
で
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子

や
孫
の
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
積

み
立
て
た
基
金
で
す
が
、
現
役
世
代
が
全

て
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
負
担
だ
け
が
次
の
世
代
へ
と
残
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
使
用

し
続
け
る
な
ら
ば
老
朽
化
に
対
応
し
て
施

設
の
更
新
（
建
て
替
え
）
も
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
施
設
で

そ
れ
を
行
う
と
す
る
と
、
今
後
30
年
間

で
約
１
５
７
・
５
億
円
（
１
年
平
均
５
・

25
億
円
）
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み

で
あ
り
、
今
後
は
公
共
施
設
へ
の
投
資
の

選
択
と
集
中
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
の
抱
え
る
課
題
も
新

た
な
局
面
へ
と
移
行
す
る
中
で
、
合
併
後

の
一
つ
の
ま
ち
と
な
る
べ
く
、
特
別
に
措

置
さ
れ
た
財
源
も
、
そ
の
特
例
期
間
を
終

え
よ
う
と
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
資
源
は
縮
減
さ
れ
て
い
く
状
況
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
解
決
す
る
地
域
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
地
域
課
題
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
よ
り
一
律
の
対
応
で
は
課
題
解
決

が
困
難
な
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

第３次与謝野町行政改革の基本方針（案）

※住民とは与謝野町民だけでなく本町に関わる全ての人を指しています。本町に関わる全ての人が「人・自然・
伝統」を継承していく担い手であると考えています。

これまで記してきたとおり、今後は限られた資源の中で、将来にわたり持続可能で
豊かなまちづくりと住民の満足度を上げるためには、行政だけでなく多様な主体・地
域が協働したまちづくりを行う必要があると考えています。本号に掲載の第３次与謝
野町行政改革の基本方針（案）は、引き続き行政改革推進委員会等のご意見を伺いな
がら策定するとともに、具体的に実施する取り組みをまとめた実施計画の策定も併
せて行います。ご意見・ご感想は、企画財政課へ書面、電子メール（kikakuzaisei@
town.yosano.lg.jp）または FAX（46-4630）でお願いします。

2015 年
0

（単位：百人）

50

100

150

200

250

2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年
0

20

40

60

80

100
（単位：％）65 歳以上

15 ～ 64 歳
0 ～ 14 歳

与謝野町の今後の人口推計と人口構成の変遷

2040 年、高齢化率 42％
1.14 人で１人の高齢者を支える社会

27

117

75

23

107

75

20

99

72

18

90

70

17

81

66

81

66

16

72

63

220
206

191
177

164
151

総人口

65 歳以上人口割合

資料：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所（H25 年３月推計）

経済を支える生産年齢人口が１万 1,700 人
から 7,200 人へ（38％の減少）

Ｒ 1 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ 10
0

（単位：億円）

10

20

30

40

50

与謝野町の財政見通し（基金残高の推移）

41.1

33.3
27.5

22.1
17.3

11.8
6.0

0 0 0

・各年の収支不足を基金で補てんした場合、
Ｒ８年には基金が枯渇

・大胆な歳出抑制、税・各種料金の見直し
といったことを積極的に行う必要がある

与謝野町公共施設の耐用年数到達割合推移
と公共施設の維持・更新にかかる財源不足

※ 与謝野町公共施設等総合管理計画（基本計画）から（Ｈ 28 年度作成）

■ 耐用年数を迎える公共施設の割合の推移

※ 保有するすべての公共施設を耐用年数到達時に更新し続けた場合の試算

今後 30 年間の
財 源 不 足 額

公共施設に回せる財源：658.3 億円
公共施設にかかるコスト：815.8 億円
不 足 額 （ ＝ 削 減 目 標 ）：157.5 億円

現在

18.5％

10 年後

35.1％

20 年後

61.9％

30 年後

82.7％

※ H31 年度当初予算時作成
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（
こ
の
文
章
の
内
容
の
一
部
は
、
ご
本
人

の
了
解
を
得
て
、
高
崎
健
康
福
祉
大
学
金か

な

井い

敏さ
と
し教
授
の
新
聞
記
事
か
ら
引
用
し
て
い

ま
す
）

■ 

加
悦
支
部
長
・
横よ

こ
た
に谷 

秀ひ
で

樹き

　
私
た
ち
民
協
加
悦
支
部
は
、
民
生
児
童

委
員
が
10
区
内
に
各
々
担
当
区
域
を
持
ち
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
課
題
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
方
々
の
話
し
に
耳
を
傾

け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ

こ
と
を
主
な
役
目
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

主
任
児
童
委
員
は
、
全
域
の
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の
見
守
り
や

相
談
相
手
、
学
校
や
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
順
調
に
育
っ
て
い
る
の
か

な
」「
こ
ん
な
こ
と
あ
る
ん
だ
け
ど
」「
そ

う
か
、
主
任
児
童
委
員
に
相
談
し
て
み
よ

う
」。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
が
、
時
々
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
民
生
委

員
が
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
。
い
つ

も
気
に
か
け
て
く
れ
る
。「
う
ー
ん
困
っ

た
」「
ど
こ
か
に
相
談
し
た
い
。
警
察
？

役
場
？　
弁
護
士
？　
と
り
あ
え
ず
は
民

生
委
員
か
」
そ
ん
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
私
た
ち
は
、
登
下
校
時
の
見
守
り

あ
い
さ
つ
運
動
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
家
庭
訪
問
、
消
防
署
の
防
火
訪

問
、
電
気
工
事
工
業
組
合
の
電
気
配
線
点

は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
基
準
で
一
定
の
金

額
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
活
動

の
た
め
の
交
通
費
や
電
話
代
を
考
え
る
と

赤
字
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
見
守
り
を

す
る
の
が
当
た
り
前
！
」
― 

誤
解
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
家
庭
訪
問
し
、

相
談
活
動
や
生
活
調
査
が
主
な
職
務
で
す
。

継
続
し
て
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
見
守
り

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
孤
独
死
が
あ
る

と
民
生
委
員
が
非
難
さ
れ
ま
す
が
、
見
守

り
は
行
政
も
含
め
地
域
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
言
う
と
こ
ろ
の「
地
域
共
生
社
会
」

の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
支
部
発
、

今
期
３
年
間
の
振
り
返
り　

与
謝
野
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

加
悦
支
部
20
人
、
岩
滝
支
部
15
人
、
野
田

川
支
部
26
人
の
民
生
児
童
委
員
、
ま
た
６

人
の
主
任
児
童
委
員
（
各
支
部
２
人
）
の

計
67
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■ 

野
田
川
支
部
長
・
阿あ

じ路
川か
わ 

正ま
さ
か
ず和

　
今
年
度
、
全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
は
80
％
で

す
が
、
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
の

質
問
に
対
し
て
理
解
し
て
い
る
と
答
え
た

人
は
８
％
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や

身
分
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
「
民
生
委
員
と
児
童
委
員
は
別
の
人
で

あ
る
！
」
― 

誤
解
で
す

　
児
童
福
祉
法
で
、
児
童
委
員
は
民
生
委

員
を
充
て
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
委

員
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
職
務
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
民
生

委
員
で
も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
関
係
機
関

と
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
児
童
委
員
の

活
動
に
援
助
・
協
力
す
る
立
場
で
す
。
主

任
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
代
表
と
の
誤
解
が
あ
り
ま
す

が
、
職
務
に
上
下
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
「
民
生
委
員
・児
童
委
員
は
偉
い
人
！
」

― 

誤
解
で
す

　
昔
は
地
元
の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
国
が
委
嘱
す

る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
い
う
身
分
で

す
。
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
だ
か
ら
偉
い

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
住
民
の
た
め
に
親
身
に
な
れ
る
方
な

ら
誰
で
も
で
き
る
職
務
で
す
。

③
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
多
額
の
報

酬
を
も
ら
っ
て
い
る
！
」
― 

誤
解
で
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で
給
与

を
支
給
し
な
い
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
活
動
費
等

は
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
で
差

検
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
０
～
３
歳

児
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
サ
ロ
ン
、

小
学
生
の
児
童
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
、
心
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、

多
く
の
経
験
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
自
身
が
成
長
で
き
れ
ば
よ
い
な
と
思

い
ま
す
。

■ 

岩
滝
副
支
部
長
・
四し

宮み
や 

功い
さ

雄お

１
期
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
先
輩
民

生
・
児
童
委
員
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
活
動

を
礎
に
、
支
部
活
動
も
一
層
発
展
し
、
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
個

人
情
報
保
護
法
）」
の
施
行
に
よ
り
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
課
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
私
た
ち
民
生
・
児
童
委
員

も
情
報
が
得
に
く
く
な
り
、
活
動
の
限
界

や
制
限
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
民
生
・
児

童
委
員
の
活
動
は
、「
住
民
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
、
必
要
な
機
関
に
連
絡
を
す
る
」

真
に
つ
な
ぎ
の
役
割
で
相
談
者
の
思
い
を
、

役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
橋
渡
し
す

る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
講
演
会
、
研
修
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
知
識
を
豊
か
に
し
「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
の
役
目
を
学
び
、
活
動
に
活
か
し

て
き
ま
し
た
。
岩
滝
支
部
で
は
、
３
年
間

の
主
な
事
業
と
し
て
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
心
配
ご
と
相

談
」
へ
の
協
力
、乳
幼
児
へ
の
「
紙
芝
居
」

「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
な
ど
が
、
計
画
ど
お

り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
任
期

を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
訃
報
】　
８
月
12
日
、
岩
滝
支
部
長
・
糸い

と

井い

志し

郎ろ
う

様
（
立
町
）
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
で
誠
実
な
お
人

柄
で
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
る
支
部
長
で
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

民
生
委
員･

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
で
す

与
謝
野
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員
だ
よ
り
を
と
お
し
て
民

生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
活
動
し
て
い
る
民

生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
、
11
月
末
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
だ
よ
り

民生委員・児童委員の日　街頭啓発

岩滝支部　かえでこども園訪問

功績・功労をたたえて

宮津与謝消防組合の家
いえ

田
だ

勇
ゆうぞう

蔵さんが、7 月 3 日に開催された「京都府消防救助選抜会　はしご登はんの
部」で優勝を果たし、8 月 25 日に岡山県で開催された「第 48 回全国消防救助技術大会　はしご登はんの部」

（以下、「全国大会」）に出場しました。
「はしご登はん」とは、命綱を結索した後、垂直はしごを 15 ｍ登はんするまでの「タイム」および結

索の不適や登はん時の足の踏み外しがないかなどの「正確性」を競う
もので、災害建物への進入等を想定した消防活動には欠かせない訓練
の一つです。「自分のできるベストのパフォーマンスを発揮することを
意識し、１位を目指し大会に臨みました」と家田さん。全国大会では、
14 秒１と出場者 52 人中 3 位の好タイムを残すも、「正確性」で減点を
受け入賞には至らず。「減点については悔しい思いが強く残りましたが、
訓練を積み重ねてきたことで府大会では結果がついてきて、それが自
分の中では自信になり、全国大会でも緊張しすぎることもなくリラッ
クスして臨むことができました。実際の現場でも冷静な判断が必要に
なるため、大会での経験は今後の活動に活かすことができると思って
います」と大会を振り返ってくれました。

家田消防士が「はしご登はん」全国大会で奮闘！
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つくってみよう！
マイナンバーカード

マイナンバー通知カード（紙製）の下の部分が交付申請書です。交付申請書を切り取って顔写真を貼り、
通知カードと一緒に送られてきた送付用の白い封筒に入れて送付してください。送付用の白い封筒の差し
出し有効期間は延長されているためそのまま使用できます。
交付申請書をお持ちでない方、または交付申請書に印字されている住所・氏名等に変更がある方は新たに
交付申請書を作成してお渡ししますので、役場各庁舎住民係窓口までお越しください。（ご本人様確認の
できる書類が必要となります。免許証、住民基本台帳カード、パスポート等顔写真つきの書類を１点、ま
たは健康保険証、年金手帳、後期高齢者医療被保険者証、介護保険証、医療機関の診察券、預金通帳等顔
写真のない書類を２点お持ちください）
申請から約１ヵ月程度の後、役場から「交付通知書」をお送りします。交付通知書に記載の必要書類を持
参して、指定の交付場所（役場各庁舎）にてマイナンバーカードをお受け取りください。
※ 申請が集中した場合は、１ヶ月以上かかることがありますのでご了承ください

▼

▼

▼

与謝野町役場住民環境課

マイナンバー
カードの申請方
法はこちらから

https://www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/

☎４３・９０３０
平 日 の 午 前 ８ 時 30 分 ～ 午 後 ５ 時 15 分

まちの 話題 お届けします

●よさのみらい大学

体験！マインド・フルネス

10 月６日、与謝野町産業創出交流センターで「第
３回 Challenge for Yosano 」（主催：株式会社ロー
カルフラッグ）が開催されました。このプロジェク
トは、与謝野町の地域課題をビジネスで解決し、起
業家の創出や人材育成を目指すもので、今回は与謝
野町の主要政策の一つである「阿蘇ベイエリアの
活性化」をテーマに
実施。10 人の参加者
は阿蘇ベイエリアの
現地視察をとおして、
にぎわい創出のため
のアイディアを出し
合い、実現可能な事
業を模索しました。

●第３回 Challenge for Yosano

阿蘇ベイエリアの活性化策を模索

阿蘇ベイエリアを訪れ、活性化への
可能性を探る参加者

認知症の当事者
や家族、支援者ら
が一緒にたすきを
つなぎ、日本各地
を縦断する「ＲＵ
Ｎ伴

とも
2019」が 10

月 20 日、丹後２
市２町で開催され
ました。このイベントは、認知症に対する理解を広
め、認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
を目指すもので、今回、与謝野町ではやすらの里と
役場本庁舎からそれぞれスタートし、各福祉事業所
などを経由し与謝野駅を目指し福祉関係者ら約 70
人のランナーがたすきをつなぎました。その後、宮
津駅に移動しゴールの島崎公園に向け、認知症理解
への思いをつないでいきました。

やすらの里からケアネットまでの約 1 ㎞の
コースを走るランナー

●ＲＵＮ伴 2019

認知症を理解するはじめの一歩に
10 月 14 日、野田川わーくぱるで「よさのみらい

大学リベラルアーツコース」が開催され、株式会社
サンカラ代表取締役の人

ひ と

見
み

ルミさんが「マインド・
フルネス　ストレスを軽減し心を整える実践ワー
ク」をテーマに講演されました。

受講者は仕事によるストレスや人間関係の悩みを
癒すことで心身の健康増進・自己成長を促す「マ
インド・フルネ
ス」の基礎を学
び、実際に呼吸
法や瞑想法を実
践し、実践の前
後による感覚の
変化を体感しま
した。 効果的な呼吸法について指導する人見さん

●大内峠紅葉まつり

絶景とともにイベントを満喫
10 月 20 日、 天

橋立を横一文字に
見渡せる大内峠一
字観公園で「第 32
回大内峠紅葉まつ
り」が開催されま
した。会場にはや
きとりやうどんなどを販売する模擬店が並び、カラ
オケ大会や弾き語りコンサートなどのステージイベ
ントが行われました。そのほかにも、宝探しやボケ
封じの祈祷が行われ、子どもからお年寄りまでイベ
ントを満喫していました。

多くの家族連れで会場はにぎわいました

●スポーツフェスタよさの 2019

ニュースポーツで汗を流す！
10 月 14 日、大江山

運動公園グラウンド・
体育館で「スポーツ
フェスタよさの 2019」
が開催されました。会
場には年齢や能力にか
かわりなく誰でも参加
できるニュースポーツが用意され、午前はグラウ
ンドでスポーツ輪投げやフライングディスクなど 7
種目が行われました。また、午後は体育館に会場を
移し、参加者は卓球バレーやビーチボールバレー、
ユニボッチャを楽しみました。

ニュースポーツを楽しむ子どもたち

10 月 16 日に野田川地域、17 日に加悦地域、18
日に岩滝地域を対象とした「与謝野町敬老会」を野
田川わーくぱるで開催し、町内在住の高齢者の健康
と長寿を祝いました。今年は３日間で約 700 人が
出席し、長寿の方や
米寿の方へお祝いと
して記念品が贈られ、
園児や小学生による
歌やダンスなどのス
テージ発表が行われ
ました。 桑飼小児童により花笠音頭が披露されました

●与謝野町敬老会

健康・長寿をお祝いしました
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

か
ぜ
の
一
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
一
般
的
な

か
ぜ
と
は
別
の
病
気
で
、
全
身
症
状

が
強
く
、
時
に
、
急
に
肺
炎
や
気
管

支
炎
、
脳
症
な
ど
重
症
化
し
て
命
に

か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
ぜ
ん
そ
く
や

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
心
臓
病
な
ど

慢
性
の
疾
患
を
も
っ
て
い
る
方
は
、

症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
の
で
よ
り

注
意
が
必
要
で
す
。

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

①
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

感
染
後
に
発
症
す
る
可
能
性
を
減

ら
す
効
果
と
、
発
症
し
た
場
合
の
重

症
化
を
防
止
す
る
の
に
有
効
で
す
。

②
外
出
後
の
正
し
い
手
洗
い

私
た
ち
は
毎
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に

触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
手
に
も
ウ

イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
帰
宅
時
や
、
調
理
の
前

後
、
食
事
前
は
、
石
鹸
を
使
い
、
こ

ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
湿
度
を
保
つ

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
防

御
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
、

50
～
60
％
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
を

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
し
、
身
体
の
抵
抗
力
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

▼ 

症
状
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
期
は
か
ぜ
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
の
際
は
、

マ
ス
ク
を
忘
れ
ず
に
。
症
状
が
出
て

か
ら
２
日
以
内
で
あ
れ
ば
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
効
き
ま
す
。

▼ 

処
方
さ
れ
た
薬
は
医
師
の
指
示

ど
お
り
に
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
飲
み

ま
し
ょ
う
。

▼ 

解
熱
薬
は
勝
手
に
飲
む
と
成
分

に
よ
っ
て
危
険
を
伴
う
も
の
が
あ
る

の
で
医
師
の
処
方
の
も
と
に
飲
み
ま

し
ょ
う
。

▼ 

水
分
は
こ
ま
め
に
と
り
、
睡
眠

は
十
分
に
と
り
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

け
い
れ
ん
、
呼
吸
困
難
、
意
識

冬
に
な
る
と
注
意
が
必
要
な
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間
で

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人
々
に
感
染
が
拡
大
す
る
我
が
国
最
大

の
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
、
低
温
・
乾
燥
に
強
い
た
め
、
冬
に
な
る
と
大
流
行
し
ま
す
。

低
下
な
ど
急
に
悪
化
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

う
つ
さ
な
い
た
め
に

①
外
出
を
控
え
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
前
日
か
ら

発
症
後
３
～
７
日
間
は
、
鼻
や
の
ど

か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
無
理
を
し
て
学
校
や

職
場
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
、
他
人

に
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
識
も
大
切

で
す
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
て
い
る
間
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
使
用
後
の
マ
ス

ク
は
放
置
せ
ず
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
て

も
、
鼻
の
部
分
に
隙
間
が
あ
っ
た

り
、
あ
ご
の

部
分
が
で
た

り
し
て
い
る

と
、
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。

鼻
と
口
の
両

方
を
確
実
に

覆
い
、
正
し

い
方
法
で
着

用
し
ま
し
ょ

う
。

インフルエンザとかぜの違い
インフルエンザ かぜ

症 状
38 度以上の高熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛、のどの痛み、鼻水、咳、く
しゃみ、全身けん怠感など全身症状

37 ～ 38 度ほどで低めの発熱、のど
の痛み、咳、くしゃみ、鼻水などの
部分的な症状

経 過 急激に進む、重症化することもある ゆるやかに進む
潜伏期間 １～３日 ２～５日
感染期間 １～７日 １～ 10 日
感 染 力 強い インフルエンザほどではない
感染経路 飛沫感染、接触感染、空気感染 飛沫感染、接触感染

※ インフルエンザにかかっても熱や症状が出にくい方もあるので注意しましょう

健やか広場　 インフルエンザに注意しよう！

イラスト：政府広報オンライン

トラッキング現象とは？

長年さしっぱなしになった、コンセントと電気プラグ
のすき間にほこりがたまり、湿気を持つことで電気プラ
グのすき間から漏電し火花放電し発火する現象です。

　今年は火災が多く発生しており、漏電など経年劣化とともに見えにくく知らないうちに起こ
る火災があります。今回はトラッキング火災について考えてみましょう。

トラッキング火災にご用心！

2019 年度全国統一防火標語 「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

がんばってます！消防団 編集 ● 第９分団

① ほこりがたまりやすく長年差し込んだままの場所
② 台所・洗面所など湿気の多い場所
③ タコ足配線による異常に熱くなっている場所　など

発生しやすい場所と条件

① 定期的に電源プラグを外して、乾いた布でほこりをふき取り点検しましょう
② 電源プラグの安全・保護カバーをつけて予防しましょう
③ 使っていないコンセントにキャップをして予防しましょう

予防と対策

ファンヒーターなど暖房器具を使う機会が増えるこの時期に、今一
度点検いただき火災予防に努めましょう。火の用心！　火の用心！

　
与謝野町消防団では、若い団員の増加を目指して積極的に新入団員を募集していま

す。地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わず、地域に密着
し町民の安全と安心を守る重要な役割です。消防団員は、町内に居住し、18 歳以上
で健康な方であればどなたでも入団できます。

あなたも消防団員として活動してみませんか？  　　問　防災安全課　☎ 43-9011

 求む！
消防団員
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A L Tリレーコラム ［第 100 回　Never Say Never　by ジョアンナ・ミンホン］	 COLUMN

皆 さんこんにちは。突然ですが皆さんは“Never 
Say Never” という言葉を聞いたことがあり

ますか？　この言葉が意味するところは、「私たち
を取り巻く環境は常に変わり続けており、『絶対』
と決まっていることは何一つとしてない。だから『絶
対』という言葉は使わない方がよい」というもので
す。この言葉は「絶対」という言葉を使って物事を
決めつけて考えようとする若者に対して使
われることが多いです。 

私の生まれ故郷であるトリニダード・ト
バゴはカリブ海に浮かぶ国であり、年間を
とおして温暖な気候なので、私は日本でも
気温の高い春と夏は故郷の気候と似ている
為、楽しめると思っていました。反対にと
ても寒い冬へと向かう秋は、温暖な故郷を
恋しくさせる辛い季節になると思っていま
した。しかし、日本の秋にはさまざまな魅力があり、
今年で３回目の日本での秋を迎えますが、いまでは
秋が大変待ち遠しく楽しみな季節となっています。

日本の秋は故郷では味わうことのなかった心地よ
く涼しい季節で、美しく色づいた紅葉を楽しみなが
らの登山、美味しいおでん、秋野菜をふんだんに使っ
た鍋など楽しみなことが盛りだくさんです。特にお
でんの中でも大根の味は格別で、大根を食べながら
日本の実りある秋に感謝するのが毎年の恒例となっ
ています。

日本の秋の代表的な風景というと真っ赤に美しく
色づいた「もみじ」が一般的ですが、もみじ以外に
も秋の季節になると多くの美しい変化が自然の中に
現れます。今年、亀岡を訪れた際にはコスモスや彼
岸花などの美しい秋の花を見ることができ、大変感
動しました。特に彼岸花は大変美しい花ではありま
すが、約２週間ほどで枯れてしまい、その短い命が

より彼岸花の美しさを高めていると思いま
す。秋が深まるにつれて「いちょう」や「か
えで」も緑から黄色、オレンジへと色を変
えていき、秋の訪れを教えてくれます。黄
色へと色を変えたいちょうは大変美しく、
岩滝小学校と日本冶金前のいちょうは私の
最も愛する秋の場所の一つです。

私は日本に来る前には「絶対」秋を楽し
むことはできないと思っていました。しか

し、今では秋が来るのが待ち遠しくなっています。
「絶対」ということはないということを知りました。

これからも「絶対」と物事を決めつけることなく、
柔軟な思考で与謝野町でより充実した生活を送りた
いと思います。

美しい彼岸花とともに

与謝野町観光協会ＨＰでは、インバウン

ド（訪日観光客）向けに、ＡＬＴが外国

人目線で与謝野町の魅力を発信する「ALT 

Eyes」を随時更新中。旬の話題が盛りだく

さんの観光協会ＨＰをぜひご覧ください！ 観光協会ＨＰ

上
山
田
地
区
公
民
館
で

は
、
区
民
の
ふ
れ
あ

い
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
上
山
田
区
と
地
区
団
体
さ
ん

と
の
連
携
を
図
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

４
月
の
さ
く
ら
祭
り
、
８
月

の
夏
祭
り
、
11
月
の
文
化
祭
な

ど
多
く
の
来
館
者
が
あ
る
地
域

交
流
事
業
の
ほ
か
、
２
月
に
は

20
代
か
ら
70
代
ま
で
が
参
加
す

る
世
代
間
交
流
事
業
の
麻
雀
大

会
が
長
年
続
い
て
い
ま
す
。

健
康
推
進
活
動
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
。

さ
ら
に
再
開
し
た
ヨ
ガ
教
室
は

レ
ベ
ル
の
違
う
教
室
を
増
や
し

て
実
施
し
ま
す
。

教
養
講
座
と
し
て
山
田
史
談

会
さ
ん
と
文
化
財
歴
史
探
訪
を

実
施
し
、
今
年
は
丹
波
柏
原
、

篠
山
方
面
に
行
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
計

画
で
は
、
趣
味
の
講
座
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

公民館訪問［ 第58回　上山田地区公民館 ] 

青
少
年
育
成
事
業
で
は
、
夏

休
み
子
ど
も
勉
強
会
の
実
施
、

そ
し
て
、
山
田
婦
人
会
さ
ん
協

力
の
子
ど
も
料
理
教
室
は
地
区

児
童
と
婦
人
会
さ
ん
と
の
交
流

も
図
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
後
も
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
上

山
田
地
区
公
民
館
が
果
た
す
役

割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
区
民

生
涯
学
習
の
場
所
と
な
れ
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
近

隣
の
地
区
公
民
館
と
も
話
し
合

い
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
協
力

し
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠山、大国寺にて
（文化財歴史探訪）

玉ねぎが目にしみます（子ども料理教室）

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

加　悦 11 月９日（土） 午前 10 時 30 分～

野田川 11 月 16 日（土） 午前 10 時 30 分～

本　館 12 月８日（日） 午後２時～

Info　　図書館おはなし会

■日時 11月15日（金） ※11月のみ第３金曜日に開催

 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 91 回「菊の着物」

一般書  ●『おなかの中から始める子育
て』池川明／サンマーク出版 ●『この
世を生き切る醍醐味』樹木希林／朝日
新聞出版 ●『罪の轍』奥田英朗／新潮

社　 児童書  ●『かぜがふくふく』田島征三／フレ
ーベル館 ●『グリドングリドン』宮西達也／ひか
りのくに ●『パンのずかん』大森裕子／白泉社

今月の
新着図書

雑 誌 リ サ イ ク ル の お 知 ら せ

加 悦 分 室　11 月９日（土）～ 14 日（木）
野田川分室　11 月 16 日（土）～ 21 日（木）
詳細については、館内掲示ポスターや町ホーム
ページでご確認ください。

令和元年度上半期（４～９月）の貸出数 Best ３を発表！

第 1 位『沈黙のパレード』東野圭吾／文芸春秋
第２位『そして、バトンは渡された』瀬尾まいこ／文芸春秋
第３位『機捜 235』今野敏／光文社

第 1 位『おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ』トロル／ポプラ社
第２位『おしりたんてい　みはらしそうのかいじけん』トロル／ポプラ社

〃 『それしかないわけないでしょう』ヨシタケシンスケ／白泉社

まだ読まれていない方は
ぜひご予約ください！

■ 一 般 書

■ 児 童 書

鳥居篤治郎さんをご存知ですか？
京都市にある点字図書館「京都ライトハウス」の設立者である鳥

とり
居
い

篤
とく

治
じ

郎
ろう

さんは、1894 年（明治 27 年）に三河内村（現与謝野町三河内）に生
まれました。２歳ごろ病気にかかり６歳でついに失明してしまいますが、
家族に支えられながら、東京盲学校を卒業後、盲学校の教師をしながら、
子ども向けの点字雑誌などに取り組みます。そして 1961 年（昭和 36 年）、
ついに念願だった点字図書館を完成させるまでの生涯が、お子さんにも読
みやすい絵本「京都ライトハウスの創立者　鳥居篤治郎の生涯」になりま
した。ぜひご一読ください。

（クリスマスおはなし会）
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与謝野町交通安全対策委員会の活動をお知らせします
交通安全に取り組んでいます

問　防災安全課 ☎ 43-9011

　
与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会

で
は
、
幼
児
の
交
通
安
全
教
育
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
宮
津
警

察
署
、
保
護
者
会
等
と
連
携
し
て
、

町
立
の
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
・

保
育
所
、
幼
稚
園
で
一
年
を
と
お
し

て
親
子
交
通
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
幼
児
期
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

を
繰
り
返
し
学
び
、
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
防
止
に
繋
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
各
区
か
ら
交
通
危

険
箇
所
の
改
善
要
望
を
受
け
、
委
員

会
で
は
安
全
対
策
を
図
る
た
め
宮
津

警
察
署
、
京
都
府
等
の
関
係
者
と
合

同
で
、
毎
年
、
町
内
の
危
険
箇
所
を

抽
出
し
、
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
点
検
後
は
検
証
会
議
の
場
を

持
ち
、
対
策
箇
所
の
効
果
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。

交通安全の意識醸成を図る親子交通教室

与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会
委
員

【
会　
長
】
安や
す
田だ

善よ
し
か
ず一
（
三
河
内
）　

【
副
会
長
】
藤ふ

じ
田た

至い
た
る（
温
江
）

■
加

悦

支

部

◎
大お

お
つ
き槻

浩ひ
ろ

巳し

（
与
謝
） 

〇
松ま
つ
井い

栄え
い
治じ

（
算
所
） 

中な
か
た
に谷

義よ
し
の
り徳

（
加
悦
）、
明あ

か
し石

延の
ぶ

子こ

（
加
悦
）

小こ

西に
し

敏と
し
の
り典

（
滝
）、
森も

り
が
き垣

美み

よ

こ
与
子
（
金
屋
）

市い
ち
か
わ川

隆た
か

史し

（
明
石
）、
西に

し
む
ら村

八や

え

こ
重
子
（
明
石
）

■
岩

滝

支

部

◎
糸い
と
井い

邦く
に
ひ
こ彦
（
浜
町
）

〇
大お

お
つ
き槻

喜よ
し
ひ
ろ宏

（
弓
木
）

細ほ
そ

見み

泰や
す
み
ち道

（
東
町
）、
石い

し
出で

一い
ち

乃の

（
男
山
）

三み

た田
真ま

澄す
み

（
男
山
）

■
野
田
川
支
部

◎
伊だ

て達
英ひ

で
の
り徳

（
下
山
田
）

〇
倉く

ら
は
し橋

幸ゆ
き
ひ
ろ弘

（
三
河
内
）

小こ

西に
し

達た
つ

也や

（
三
河
内
）、
増ま

す
田だ

明あ
け

美み

（
三
河
内
）

安や
す

田だ

敏と
し
ひ
ろ博

（
岩
屋
）、
山や

ま
ぞ
え添

一か
ず
ひ
ろ廣

（
岩
屋
）

渡わ
た
な
べ辺

孝た
か

子こ

（
岩
屋
）、
濱は

ま
な
か中

祐ゆ
う
い
ち一

（
幾
地
）

中な
か
も
と本

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
幾
地
）、
辻つ

じ
む
ら村

美み

里さ
と

（
幾
地
）

茂も

ろ籠
進す

す
む（

下
山
田
）、
白し

ら
い
わ岩

文ふ
み

代よ

（
上
山
田
）

石い
し

田だ

享す
す
む（

石
川
）、
山や

ま
ぐ
ち口

明あ
き

男お

（
石
川
）

宮み
や
絹き
ぬ
子こ

（
石
川
）

（
注
）
◎
…
支
部
長
、
○
…
副
支
部
長

（
敬
称
略
）

第 12 回阿蘇海等環境改善啓発ポスターコンクール
176 点から入賞作品 20点を決定

問　住民環境課 ☎ 43-9030

阿
蘇
海
の
水
質
汚
濁
が
深
刻
化

し
て
い
る
今
、
京
都
府
、
関
係
市

町
、
地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
協
働
し
て
環
境
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
与

謝
野
町
内
の
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
か
ら
阿
蘇
海
や
近
隣
河
川
の
環

境
改
善
を
推
進
す
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内

全
小
学
校
か
ら
１
７
６
人
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
20
点

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
、
全

戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。
入
賞
作

品
と
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
町
長
賞
】

　

木き

村む
ら

翔し
ょ
う
の
す
け

之
丞
（
岩
滝
小
５
年
）

【
教
育
長
賞
】

　

白し
ら

数す　

怜れ
ん

莉り

（
岩
滝
小
５
年
）

【
入
選
】

　

上う
え
や
ま山

佳か

り

な
里
奈
（
加
悦
小
４
年
）

　

荻お
ぎ

野の　

愛あ
い

花か

（
加
悦
小
４
年
）

　

小こ

西に
し　

良り
ょ
う
す
け輔（

加
悦
小
４
年
）

　

谷た
に
ぐ
ち口　

沙さ

や弥
（
加
悦
小
４
年
）

　

中な
か
じ
ま島

あ
か
り
（
加
悦
小
４
年
）

　

飯い
い
づ
か塚　

心こ
こ

楓か

（
桑
飼
小
４
年
）

　

朝あ
さ

井い　

麻ま

い衣
（
岩
滝
小
５
年
）

　

梅う
め
も
と本　

心み
さ
き咲

（
岩
滝
小
５
年
）

　

島し
ま

田だ　

心み
ひ
ろ礼

（
岩
滝
小
５
年
）

　

田た

い井　

由ゆ

ま茉
（
岩
滝
小
５
年
）

　

髙た
か
お
か岡

こ
こ
ろ
（
岩
滝
小
５
年
）

　

玉た
ま

木き　

翔し
ょ
う
た太

（
岩
滝
小
５
年
）

　

玉た
ま

木き　

萌も

な那
（
岩
滝
小
５
年
）

　

廣ひ
ろ

野の　

智ち

里さ
と

（
岩
滝
小
５
年
）

　

眞ま

駈が
け　

優ゆ

め愛
（
岩
滝
小
５
年
）

　

森も
り　
　

珀は
く

翔と

（
三
河
内
小
４
年
）

　

山や
ま
ぞ
え添　

悠ゆ
う

楓か

（
市
場
小
４
年
）

　

小こ
ば
や
し林　

真ま
あ
り惟

（
山
田
小
４
年
）

教育長賞の白数怜莉さんの作品 町長賞の木村翔之丞さんの作品

金下建設株式会社が町内各小学校の通学路安全マップを作成
子どもたちの安全安心な通学をサポート

問　学校教育課 ☎ 43-9025

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
に
と
、
金
下
建
設
株

式
会
社
が
各
小
学
校
の
通
学
路
安

全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
町
内
各
小
学

校
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
独
自
に
作
成

し
た
三
河
内
小
を
除
く
）。
そ
れ

に
伴
い
、
10
月
10
日
、
同
社
執
行

役
員
人
材
開
発
担
当
役
員
の
狩か

り
野の

哲て
つ

也や

さ
ん
ら
に
よ
り
教
育
委
員
会

に
対
し
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
作
成

に
係
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ

は
、
同
社
の
新
入
社
員
研
修
を
兼

ね
た
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
約
１
ヵ
月
か
け
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
各
小
学
校
区
の
地
図
デ
ー

タ
に
各
小
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
収

集
し
た
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や

今回作成された通学路安全マップ（加悦小学校区）

熊
の
出
没
が
多
い
場
所
、
車
の
飛

び
出
し
注
意
な
ど
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成

を
と
お
し
て
地
域
貢
献
す
る
こ
と

に
若
手
社
員
も
喜
び
を
感
じ
て
お

り
、
若
手
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
カ
ー

の
運
転
手
な
ど
通
学
路
を
走
る
社

員
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
資
料

で
あ
り
実
務
と
の
一
体
化
が
図
れ

て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
同
様

に
マ
ッ
プ
を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
内
容
を
更
新
し
て
い
く
予
定

で
す
」
と
狩
野
さ
ん
は
話
し
、
教

育
委
員
会
へ
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

右から金下建設株式会社狩野さん、塩
し お

見
み

教育長、
同社澤

さ わ

田
だ

冬
と う

弥
や

さん、同社田
た

原
わ ら

義
よ し た か

享さん

第 5期与謝野町産業振興会議が設置されました
問　商工振興課 ☎ 43-9012

９
月
20
日
、
岩
滝

保
健
セ
ン
タ
ー
で
与

謝
野
町
産
業
振
興
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
与
謝
野
町
産
業

振
興
会
議
は
、
与
謝

野
町
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
く

も
の
で
、
平
成
22
年

度
か
ら
１
期
２
年
間
の
任
期
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
第
５
期
と
な
り
ま
す
。

会
議
の
冒
頭
に
、
山
添
町
長
か
ら
「
持
続
可
能

な
経
済
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
に
、
多
様
な
意

見
を
出
し
て
活
発
な
議
論
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会
長
に
は
岸き

し

部べ

敬た
か
しさ
ん
（
石
川
）、
副
会
長
に
は
塩し
お

野の

浩ひ
ろ

士し

さ

ん
（
金
屋
）
が
選
出
さ
れ
、
岸
部
会
長
か
ら
「
以

前
も
産
業
振
興
会
議
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
や
り
残
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
今
期
の

産
業
振
興
会
議
で
議
論
し
た
い
。
ま
た
、
後
継
者

の
育
成
も
課
題
と
思
っ
て
お
り
、
町
民
を
巻
き
込

み
な
が
ら
後
継
者
の
育
成
も
図
り
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
、
会
議
の
目
的
や
今
年
度
の
予
定

な
ど
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
期
与
謝
野
町
産
業
振
興
会
議
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
引
き
継
ぎ
、
次
期
「
与
謝
野
町
産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
次
期
「
与
謝
野
町
ひ
と
・

し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦
略
」
に
向
け
た
議
論

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

委嘱状の交付を受ける岸部さん
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加
悦
谷
高
等
学
校(

以
下
、

「
加
悦
高
」)

の
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

長は

せ谷
川が

わ
で
す
。
着
任
し
て
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
高
校
を
卒

業
し
て
十
数
年
、
し
ば
ら
く
大

人
社
会
で
生
き
て
い
た
身
と
し

て
は
、
学
校
と
い
う
場
で
の
日

常
が
日
々
新
鮮
で
、
生
徒
か
ら

も
先
生
方
か
ら
も
学
ば
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。

こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
時
に
は
11
月
で
す
が
、
今
回

は
、
８
月
ご
ろ
の
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

８
月
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て

は
夏
休
み
。
夏
休
み
で
も
、
生

徒
は
勉
強
の
た
め
、
学
校
祭
の

取
り
組
み
の
た
め
、
部
活
の
た

め
等
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
登

校
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
高

校
生
だ
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い

問　社会教育課 ☎ 43-9026

地域おこし協力隊通信 41
加悦高魅力化コーディネーター 長谷川隊員

校
の
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
に

は
感
謝
で
す
。
貴
重
な
お
時
間

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
自

分
が
思
っ
て
い
た
「
町
か
ら
見

た
加
悦
高
の
イ
メ
ー
ジ
」
は
氷

山
の
一
角
で
し
か
な
く
、
多
面

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
や
、
加
悦
高
生
が
、

よ
り
地
域
に
関
わ
っ
て
い
く
た

め
の
ヒ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
現
場
に
い
る
方
々
と

お
会
い
し
て
話
を
聞
く
ほ
う
が

情
報
の
質
も
信
ぴ
ょ
う
性
も
高

い
も
の
が
得
ら
れ
、『
自
分
の

足
で
稼
ぐ
』
こ
と
の
重
要
性
も

体
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
に
出
て
、
色
ん

な
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
見

掛
け
の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

出
し
て
も
、
夏
休
み
中
に
そ
ん

な
に
学
校
に
登
校
し
て
い
た
記

憶
が
な
い
の
で
、
登
校
し
て
く

る
生
徒
た
ち
に
た
だ
た
だ
敬
服

で
し
た
。

そ
ん
な
私
は
、
繁
忙
感
が
少

し
緩
和
さ
れ
る
８
月
に
、
与
謝

野
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
先
生

方
へ
あ
い
さ
つ
回
り
を
行
い
ま

し
た
。
着
任
し
て
か
ら
４
ヵ
月

あ
ま
り
（
執
筆
当
時
）。
与
謝

野
町
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
、

子
ど
も
た
ち
に
携
わ
る
大
人
の

方
々
の
こ
と
も
知
ら
な
さ
過
ぎ

て
い
る
、
そ
し
て
、
加
悦
高
に

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
着
任
し
た
こ
と
が
思
っ

た
以
上
に
知
ら
れ
て
い
な
い

･･･

…
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い

た
の
で
、
お
見
知
り
お
き
い
た

だ
き
た
く
、
あ
い
さ
つ
に
伺
い

ま
し
た
。
ご
多
用
な
中
、
お
時

間
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
各
学

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

９/ ２ 与謝野町消防団第１分団車庫
詰所外装等改修工事 岩滝地内 2 者 株式会社上山工務店 14,520 12,996 13,070 90.01 R1/9/10

～ 12/10

９/17 男山大坪線道路改良（その１）
工事 男山地内 3 者 有限会社石田建設 10,721 9,374 10,000 93.27 R1/9/21

～ R2/2/28

９/17 大呂谷線物件補償算定業務委託 明石地内 5 者 株式会社京都イングス 1,057 － 890 84.20 R1/9/25
～ 11/15

問 　総務課 ☎ 43-9010９ 月入札結果

10
月
１
日
付
の
町
職
員
人
事
異

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
括
弧
内
は
前
所
属
）

■ 

福
祉
課

　
技
師
補　
橋
本 

遥（
新
規
採
用
）

■ 

子
育
て
応
援
課

　
主
査
保
健
師　
百
鳥 

朋
子

（
子
育
て
応
援
課
技
師
補
）

　
栄
養
士　
塩
見 

知
佳
子

（
子
育
て
応
援
課
技
師
補
）

■ 

観
光
交
流
課

　
主
査　
坂
根 

あ
ゆ
み

（
観
光
交
流
課
主
事
補
）

■ 
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

　
主
事　
小
西 

峻
平

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
主
事
補
）

■ 

か
や
こ
ど
も
園

　
保
育
教
諭　
白
數 
都

（
か
や
こ
ど
も
園
主
事
補
）

■ 

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園

　
保
育
教
諭　
安
達 

佳
帆

（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
主
事
補
）

■ 

石
川
保
育
所

　
保
育
士　
豊
嶋 

愛
織

（
石
川
保
育
所
主
事
補
）

職 員 人 事 異 動 の お 知 ら せ

災害時における電気設備の復旧業務の協力に関する協定
防災体制を強化するための協定を締結

問　防災安全課 ☎ 43-9011

10
月
１
日
、
京
都
府
電
気

工
事
工
業
組
合
宮
津
支
部
と

「
災
害
時
に
お
け
る
電
気
設

備
の
復
旧
業
務
の
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。こ

の
協
定
は
、
地
震
・
風

水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
発

生
時
、
公
共
施
設
等
に
設
け

た
避
難
所
や
防
災
の
拠
点
と

な
る
施
設
等
の
電
気
設
備
の

復
旧
に
関
し
て
、
京
都
府
電

気
工
事
工
業
組
合
宮
津
支
部

に
協
力
要
請
を
行
う
も
の

で
、
実
際
の
復
旧
業
務
は
町

内
22
社
の
岩
滝
班
・
加
悦
谷

班
が
実
施
し
ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害

時
の
電
気
設
備
の
点
検
や
応

急
復
旧
を
迅
速
に
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
避
難
所

や
防
災
拠
点
施
設
等
公
共
施

設
の
機
能
確
保
お
よ
び
回
復

を
図
り
、
ま
た
、
活
動
中
に

二
次
災
害
を
発
見
し
た
場
合

や
町
内
の
被
害
情
報
を
町
に

通
報
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な

防
災
体
制
を
構
築
し
、
町
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

指名手配被疑者検挙にご協力を !!
８月末現在、全国警察から指名手配されている者は、約 600 人に上っています。11

月には全国警察の総力を挙げて追跡調査を行い、早期発見・検挙のための取り組みを行
います。これらの捜査には、町民の皆さんのご協力が必要です。施設に掲示している指
名手配被疑者ポスター等を見て、よく似ている人を見かけたなど、どんなささいなこと
でも警察に通報していただくようお願いします。宮津警察署☎ 0772-25-0110

薬物乱用は

「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の
人から誘われて、好
奇心や興味本位で手
を染めるケースが多
く見られます。
薬物乱用に対する理
解を深め、絶対に手
を出さないという自
覚が大切です。

町 政  News & Information
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和元年９月末現在

まちのうごき

人　口 21,442 人（－ 28）

　男　 10,251 人（－ 14）

　女　 11,191 人（－ 14）

世帯数 9,062 戸（－ 12）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、９月 16 日から 10 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



12/ ２（月）まで
国民健康保険税　第６期
介 護 保 険 料　第６期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

図
書
貸
出
事
務
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
野
田
川
分
室
の
図
書
貸
出
事
務
員

（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

採
用
人
数　
１
人

業
務
内
容　
図
書
館
野
田
川
分
室
で
図
書
の
貸

出
業
務
に
関
す
る
作
業

採
用
日　
12
月
１
日
（
日
）

任
用
期
間　
12
月
１
日
（
日
）
～
令
和
２
年
３

月
31
日
（
火
）

※ 

勤
務
成
績
等
に
よ
り
再
度
任
用
あ
り

勤
務
日　
原
則
と
し
て
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
、
祝
日
に
１
日
４
時
間
程
度
の
勤
務

※ 

シ
フ
ト
制
の
た
め
、
他
の
勤
務
日
を
指
定
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

賃
金
額　
図
書
貸
出
事
務
員
（
資
格
無
し
の
場

合
）
臨
時
職
員　
時
給
９
０
９
円

※ 

そ
の
他
の
手
当
て
・
勤
務
条
件
は
与
謝
野
町

一
般
非
常
勤
職
員
等
の
任
用
、
勤
務
条
件
等
に

関
す
る
条
例
等
の
規
定
に
よ
り
支
給
・
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

選
考　
応
募
者
の
中
か
ら
、
選
考
に
よ
り
採
用

者
を
決
定
し
ま
す
。　
　
　

選
考
日
（
面
接
）　
11
月
26
日
（
火
）　

※ 

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
・
申　

11
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
図
書
館
本
館
（
知
遊
館
内
）（
☎

４
６・
２
４
５
１
）
へ
。
な
お
、
申
込
用
紙
は

図
書
館
全
館
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
勤

務
条
件
、
面
接
時
間
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
物
品
購
入
に
あ
た
り

見
積
業
者
を
募
集
し
ま
す

購
入
予
定
物
品　
修
理
後
の
旧
加
悦
町
役
場
庁

舎
（
京
都
府
指
定
有
形
文
化
財
）
に
配
置
す
る

家
具
等
５
種
99
点

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
テ
ー
ブ
ル
18
点

・
チ
ェ
ア
ー
２
種
77
点

・
チ
ェ
ア
ー
ポ
ー
タ
ー
１
点

・
オ
ー
プ
ン
ラ
ッ
ク
（
ロ
ー
タ
イ
プ
）
３
点

納
品
時
期　
令
和
２
年
３
月
（
予
定
）

登
録
資
格　
町
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有

し
、
対
象
物
品
を
継
続
的
に
小
売
・
販
売
・
保

守
し
て
い
る
事
業
者

登
録
方
法　
11
月
20
日
（
水
）
午
後
３
時
ま
で

に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
観
光
交
流
課
に
あ

る
「
見
積
業
者
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
観
光
交
流
課
へ
。

問　
見
積
内
容
、
納
入
業
者
の
決
定
方
法
な
ど

は
観
光
交
流
課
（
☎
４
３・９
０
１
６
）
へ
。

令
和
２
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
の
ご
案
内

令
和
２
年
４
月
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
期
間
内
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

受
付　
11
月
25
日
（
月
）
～
12
月
13
日
（
金
）

対
象
者　

①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
、
令
和
２
年
度
の
小

学
１
～
６
年
生
の
児
童

②
同
居
親
族
等
が
就
労
等
の
た
め
、
学
校
の
終

業
後
長
時
間
に
わ
た
り
保
護
育
成
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
児
童　

※ 

保
護
者
の
就
労
に
関
す
る
証
明
書
の
提
出
が

必
要
で
す

保
育
時
間

《
平
常
日
》　
学
校
終
業
後
～
午
後
６
時

《
土
曜
日
》　
午
前
８
時
～
午
後
６
時
（
野
田
川

地
域
は
市
場
学
童
ク
ラ
ブ
で
合
同
実
施
）

《
学
期
休
暇
》　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

延
長
保
育

《
早
朝
》　
午
前
７
時
45
分
～
８
時
（
土
曜
日
・

学
期
休
暇
）

《
夜
間
》　
午
後
６
時
～
６
時
半
（
平
常
日
・
土

曜
日
・
学
期
休
暇
）

保
育
料　

月
額
３
０
０
０
円
（
８
月
の
み

６
０
０
０
円
）

※ 

夜
間
の
延
長
保
育
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は

別
途
月
額
５
０
０
円
必
要
。
早
朝
の
延
長
保
育

は
無
料
。
保
育
料
の
ほ
か
に
お
や
つ
代
お
よ
び

行
事
参
加
費
等
が
別
途
必
要
。

必
要
書
類　
利
用
申
請
書
、
就
労
に
関
す
る
証

明
書　
※ 

書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
社
会
教

育
課
、
与
謝
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
野
田
川
支

所
・
岩
滝
支
所
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す

問
・
申　
社
会
教
育
課
☎
４
３・９
０
２
６

よ
さ
の
み
ら
い
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
コ
ー
ス

日
時　
11
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る　
※ 

参
加
無
料

講
師　
稲
葉
継
陽
氏
（
熊
本
大
学
教
授
）

テ
ー
マ　
新
明
智
光
秀
論

問
・
申　
一
般
社
団
法
人
プ
レ
イ
ス

☎
０
９
０・９
８
６
６・０
１
９
０

デ
ジ
タ
ル･

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

日
時　
11
月
23
日
（
土
）
～
12
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※ 

月
曜
日
休
館

場
所　
知
遊
館
展
示
室　
※ 

入
場
無
料

内
容　
地
元
の
写
真
愛
好
家
、
デ
ジ
タ
ル･

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
生
き
物
を
テ
ー
マ

に
撮
ら
れ
た
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
知
遊
館
☎
４
６・２
４
５
１

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
丹
後
保
健
所
に
て

出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
無
料
。

日
時　
11
月
28
日
（
木
）、
12
月
26
日
（
木
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
半

場
所　
京
都
府
丹
後
保
健
所

相
談
員　
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

問
・
申　
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０・０
７
８・３
９
４

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、月
～
金
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

丹
後
食
育
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
の
「
ア
ト
ピ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治

し
た
い
」「
生
活
習
慣
病
、
肥
満
に
な
り
に
く

い
体
を
作
り
た
い
」
と
願
う
お
母
さ
ん
・
お
父

さ
ん
に
向
け
て
食
品
添
加
物
、
食
品
表
示
の
基

本
か
ら
明
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
実
践
ま
で
学
べ

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮

定
員　
１
０
０
人

対
象
者　
府
民
、
食
育
関
係
者
（
栄
養
士
、
管

理
栄
養
士
、
調
理
師
、
食
生
活
改
善
推
進
員
）、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
高
校
関
係
者
、
農
林

水
産
業
者
等

講
演　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
か
ら
学
ぶ
食
生
活
」

講
師･･･

ほ
し
い
も
の
会（
丹
後
ア
レ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
会
） 

き
ょ
う
と
食
い
く
先
生 

青
木

伸
代
氏

実
践
紹
介　
講
師･･･

ビ
オ
・
ラ
ビ
ッ
ト　

ビ
オ
対
馬
（
対
馬
則
昭
）
氏

そ
の
他　
食
育
に
関
す
る
事
業
制
度
等
の
紹
介

参
加
費　
無
料

問
・
申　
11
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
京
都
府

丹
後
広
域
振
興
局
農
林
商
工
部
企
画
調
整
室

（
☎
０
７
７
２・６
２・４
３
１
５
）
へ
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了

元
気
が
出
る
集
い

聞
こ
え
に
不
安
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
聞
こ

え
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。要
約
筆
記
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
12
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所　
豊
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
綾

部
市
栗
町
大
野
１
番
地
２
０
２
）

内
容　
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
豆

知
識
、
囲
碁
ボ
ー
ル

対
象
者　
京
都
府
在
住
の
聞
こ
え
に
不
安
の
あ

る
方
、
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
、
そ
の
家
族
、

要
約
筆
記
者
、
難
聴
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
　
無
料

持
ち
物　
動
き
や
す
い
上
履
き

問・
申　
11
月
22
日（
金
）ま
で
に
氏
名
、住
所
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
与
謝
郡
聴
覚
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
６・５
３
９
０
）へ
。

母
子
寡
婦
福
祉
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
季
節
の
寄
せ
植
え
」

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
参
加

者
相
互
の
交
流
を
深
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
意
欲
の
助
長
と
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り
ま

す
。

日
時　
12
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
季
節
の
寄

せ
植
え
、
懇
親
会　
　
　
　
　

対
象
者　
与
謝
野
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

子
お
よ
び
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員

参
加
費　
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
５
０
０
円

／
個
、
寄
せ
植
え
５
０
０
円
／
１
家
庭
１
個

持
ち
物　
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
ク
リ
ー

ム
を
塗
る
ヘ
ラ

問
・
申　
11
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
与
謝
野
町

母
子
会
会
員
は
地
区
母
子
会
役
員
へ
、
会
員
外

の
方
は
子
育
て
応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）

へ
。

帰
化
許
可
申
請
等
手
続
き
の
取
扱
庁
が
変
更
さ

れ
ま
す

現
在
、
与
謝
野
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
外
国

人
・
日
本
人
の
方
が
、
次
の
手
続
き
を
さ
れ
る

場
合
、
京
都
地
方
法
務
局
福
知
山
支
局
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
が
、令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

以
降
は
、
取
扱
庁
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

対
象
手
続
き　

①
帰
化
許
可
申
請
（
外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍

を
取
得
）

②
国
籍
取
得
届
（
外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍
を

取
得
）

③
国
籍
離
脱
届
（
外
国
籍
も
有
す
る
日
本
人
の

方
が
日
本
国
籍
を
離
脱
）

新
し
い
取
扱
庁　
京
都
地
方
法
務
局
戸
籍
課

（
京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町
東
入
上
生

洲
町
１
９
７
）

問　
京
都
地
方
法
務
局
戸
籍
課
国
籍
係

☎
０
７
５・２
３
１・０
２
０
７

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
国
が
つ
く
っ
た

安
心
で
お
得
な
制
度
で
す
。
小
規
模
企
業
の
個

人
事
業
主
（
農
林
漁
業
者
も
含
む
）、
共
同
経

営
者
ま
た
は
会
社
等
役
員
の
方
が
、
将
来
事
業

を
や
め
る
場
合
や
退
任
す
る
場
合
に
退
職
金
と

し
て
受
け
取
れ
る
共
済
制
度
で
す
。
加
入
手
続

き
は
、商
工
会
、金
融
機
関
な
ど
で
で
き
ま
す
。

問　
独
立
行
政
法
人 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
☎
０
５
０・５
５
４
１・７
１
７
１

― 11 月 23 日 「勤労感謝の日」のごみ収集はお休みします ―
11 月 23 日（土）は祝日のため、ごみ収集は休業させていただきます。お間違いのないようお願いします。

自衛官等を募集しています

募集種目 年齢資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の方
常時受付

※詳細は京丹後地域事務所へ
・12 月７日（土）
・令和２年１月 19 日（日）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

男子で中卒（見込み含む）
17 歳未満の方

令和２年１月６日（月）
まで

一次試験：令和２年１月 18 日（土）
二次試験：令和２年１月 31 日（金）

～２月３日（月）

自衛隊では下記日程で自衛官等の試験を実施しています。詳しくは自衛隊京丹後地域事務所へお問い合わせください。

問　自衛隊京丹後地域事務所　☎ 0772-64-2498

― 消費税率改定に伴う上下水道料金について ―
10 月 1 日（火）から消費税が 10％へ引き上げられたことに伴い、11 月請求

分から上下水道使用料金の請求金額が変わります。
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10 月６日、石川小学校をスタート、岩
滝体育館前をゴールとする町内周回コース
総距離 26.2 ㎞、16 区間で第 12 回与謝野
町駅伝競走大会が行われました。町内の全
小学校区から 10 チーム（市場は２チーム）
が参加し、総勢 160 人のランナーが懸命
にたすきをつなぎ、ゴールを目指しました。

今年のレースは、昨年初優勝した岩滝
が 4 区まで首位を走る展開となりました
が、迎えた 5 区で市場Ａが岩滝を追い抜き、
その後も 2 位との差を着実に広げ、市場
Ａが１時間 26 分 56 秒で２年ぶり 11 回目
の優勝を果たしました。
※ チーム順位、区間賞は下記をご覧くだ
さい

第 12 回与謝野町駅伝競走大会

市場Ａが優勝！昨年の雪辱果たす

①優勝した市場チームの皆さん　②２位
岩滝に３分 34 秒差をつけ 1 位でゴール
テープをきった市場Ａチーム　③たすき
をつなぐため懸命に走る山田チーム　
④たすきを受け走り出す与謝チーム　
⑤首位市場Ａチームを追う岩滝チーム

●チーム順位
優勝  市場Ａ
２位  岩 滝
３位  与 謝
４位  山 田
５位  加 悦
６位  岩 屋
７位  桑 飼
８位  石 川

オープン  三河内
オープン  市場Ｂ

●区間賞（敬称略）

１区  矢
や の

野　馨
けいゆう

裕（岩滝）

２区  井
いのうえ

上　新
あ ら た

大（岩滝）

３区  河
かわらばやし

原林政
まさひろ

博（市場Ａ）

４区  福
ふく

井
い

　水
みず

晶
き

（市場Ａ）

５区  平
ひら

井
い

　　勝
すぐる

（市場Ａ）

６区  堀
ほり

井
い

　祥
しょうへい

平（市場Ａ）

７区  北
きた

尾
お

亜
あ や こ

弥子（加悦）

８区  岡
おか

野
の

　　漸
ぜん

（市場Ａ）

９区  吉
よし

田
だ

　雅
まさひろ

広（市場Ａ）

10 区  白
し ら す

数　正
まさふみ

文（山田）

11 区  渋
しぶたに

谷　宇
う た

汰（与謝）

12 区  長
ながしま

島　弘
ひろあき

晃（山田）

13 区  半
はんかい

海　空
くう

亜
あ

（岩滝）

14 区  石
いしばし

橋　拓
た く み

海（与謝）

15 区  堀
ほりぐち

口　裕
ひろ

都
と

（岩滝）

16 区  山
やまざき

﨑　宣
のぶひこ

彦（市場Ａ）

①

②

③

④

⑤

記録の詳細は、
町体育協会（☎
46-6006）まで。

新

タイ

YOSANO AGRICYCLE
与謝野町の農業がわかるポータルサイト

町内の農業の取り組みから日々のお知ら

せ情報まで知りたい農業情報が満載のホー

ムページです。ホップ

栽培をはじめ、京の豆っ

こ米や ICT 農業の取り

組み、各種イベントの

案内を行っています。

ぜひご覧ください！
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